
（別紙３）

～ 2025年　12月　10日

（対象者数） 33 （回答者数）
27

～ 2025年　12月　10日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

パートスタッフとも情報共有を徹底するため、記録帳の確認

しやすさを検討・更新したり、ミーティング実施の時間を変

更する等を行う。

2
個々の発達段階に応じた、さらに細かい課題の設定と評価を

行えるように、日々の活動の準備を行っていく。

3
この空間だからこそできることを少しずつ増やしていき、子

どもたちの支援に繋げていければと考えている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者会に限らず、保護者が参加できる研修会の案内や、保

護者と一緒に参加ができるイベントの実施等を検討し、保護

者会に発展させられるような工夫をしていく。

2

3

集団の中での経験を積み重ねて、個々の成長に繋がるように支

援している。

小学1年生から高校3年生までの異年齢の集団で過ごすこと

で、低学年は高学年の言動を見て学び、高学年は低学年への適

切な接し方（言葉の使い方や力加減、ルールの設定等）を学べ

るように支援している。

その日のスケジュールの確認や利用児童の情報共有、前日の利

用児童の情報共有のためのミーティングが行われている。

パートスタッフが参加できない時間での実施になるため、その

日の児童の支援留意事項確認と振り返り記録用のミーティング

記録帳を作成し、情報共有を行っている。

施設が２０２５年３月より新しく建て替えになったことに伴

い、約90㎡の広い空間でのびのびと過ごすことができる環境

がある。

広い空間を使って室内遊びや集団遊びの幅を広げられるよう支

援している。静かで落ち着く空間の設定など、環境の設定をす

ることで子どもが過ごしやすさに繋がるよう支援している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援のプログラムが実施されていない。
保護者会の実施を検討しているが、スタッフの業務負担が増え

たり、運営・実施を継続することに心配がある。

2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスりあんず

○保護者評価実施期間
2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


